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八

七

！
铝
の
普
怫
戰
爭
の
終
結
と
獨
逸
.帝

國

の

銃
. ,

党
成
は
、
歐
洲
大
陸
內
部
に
於
て.'は
、v

少
く
と
も
暫
定
的
安
定
期
の
到
乘
を 

意
味
す
、る
^i

v

で
，を
つ
於
？
事
實
其
後
の
歐
洲
先
進
資
本
主
義
國
の
：對
外
擴
張
活
動

t
r

歐
洲
奴
外
の
.地
域
に
.お
け
：る
未
領
有
地
の. 

分
割
乃
至
は
弱
小
國
へ
の
政
治
的
經
濟
的
安
配
權
の
確
立
を
目
標
と
，

遂
行
さ
れ

.た
。
所
謂
列
强
に
r
る
高
度
め
資
本
主
義
的
植
民 

活
動
办
開
始
で
ぁ
る
。
此
の
目
的
に
向
つ
て
其
の
活
動
領
罾
と
し
セ
取
上
げ
ら
れ

だ

- o
ゆ
、
言
ふ
迄
も
な
ぐ
阿
弗
利
加
大
陸
及
び
南
太 

平
I

肩

は

靡

の

如

き

封

講

社

會

で

ぁ

直

？S

未
開
な
阿
弗
利
加
大
陸
は，
I

ら
見
て
：も
絕
好
の
對
象
地
を
形
作
つ
た
。
即
ち
英
國
は
埃
及
の
ゥ
ガ
ン
ダ
及
び
ス

.ダ
ン
、
：
英
領
策
阿
弗
利
加
、
.
ソ
マ
リ
ー
、
ザ
ン
.ジ
バ

:ル
、‘
ぺ
：：ン
バ#
を
由
領
1
、
西
阿
0 ;
别
加
に
於
て
は
：從
來
の'植
民
地
.を

擴

大

す

る
:#
ら
、

ナ
ィ
ヂ
*
リ
ァ
を
取
得
し
、
"又
南
阿
弗
利
加

亿
於
て
.も
ロ
.
1
;デ
シ
ァ
及
.び
ボ
ー
.
'ァ
典
和
國
の
&

略
.に
成
功
し
た
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V佛
蘭
西
も
亦
普
怫
戰
维f

國
妁
政
治
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經
濟
機
得
の
党
直
し̂
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成
と
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に
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八
八
〇
年
代
か
り
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積
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な
植
民
地
建
設
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動
を
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.ネ
ガ
ル
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び
チ
.ハ
ラ
に
.お
け
る
領
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張
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次
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ダ
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ス
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の
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を
仲
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し
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始
め
て
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に
對
す
：る
國
家
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|大
昨
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太
平
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て
、
急
速
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見

最
事
と
な
づ
た
の
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t
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が
、

.
I

.る
獨
逸
の
攻
勢
的
態
度
へ
の.轉
化
こ
そ
ば
，
其
後
の
植
民
爵
の■

を
興
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る
も
の
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し
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、
且
つ
亦
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て
招
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れ
る
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至
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：.
.英：•
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兩

國..Q

旣
减
勢
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■
し
て
、
；、後
か
ら

べ«
廣
上
た
の
は
藉
.1
>
當
然
々
淑
-つ
'た
タ
'從
.つ
：.て
ビ
ヌ
：T

ク
葉
づ
其
の
卷
個
擊
破̂

目
'指
し
て
、,

佛
間
'の
親
饑
の
間
I I

'
を
利
用 
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や̂

逸
の
：
進
出
を
伞
て
；
た
。
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斯

く

し

て
被
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採
用
ル

^

.■の
■
:
_
:つ七
、
：普
_
戰
帶
に
對
ザ
る
舊
西
側
如
倉
盡
霞
の_
哼

_大
な
シ
脅
威
ー
9
1つ
で
：
ぁ
つ
：
芡

從

つ

へ

で

t
の
.佛
蘭： 

t
の
攻
’勢
の
が
先
を
轉
ず
る
.に
は
.、佛
蘭

の̂
對
外
括
動
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支
特
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心
を
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ふ
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が
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明
な
策
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へ
ら
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し
て
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に
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し
て
'惹
.遭
：4
允

英

、
佛

間
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し
て
、

一
八
八̂

年
四
月
、
tt
ン
ド
ン
め
獨
遵
大
使
並
び
に
ヶI
ブ
在
任
の
獨
逸
總
領
事
に
宛
てf

ュ
ー
デ
ソ

ジ

ッの
.植

民

事

業 

:v
は
獨
逸
.舊

の

傲

議
§
^

忆
«
く」

：
旨
の
：決
意
を
打
電
し
、.，
玆

に

顧

，に
'一
：言
し
た
如 
<
、
ン
始
め
て
植
碧
動
に
對
す
る
國
家
と
し
て
の 

夂
鑕
極
的
態
度
を
明
か.に

じ

每
-;
'
'ぅ

：
、
：.
.
¥ 

ミ

而
か
衫
楚
れ

對̂
す
る

-̂
國
側
の
抗
^
^
硬̂
本
席
け
、
典
後
數
次
の
交
渉.の
後

同

年

：九
月
あ

で

_
、
!
の

領

域

^

^

心

に

獨

領

南 

っ

.西
阿
弗
刺
伽
植
民
地
，0;
設
立
に
成
功
し
た
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欢
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國

側
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ら

の

障

け

得
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-た
の
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ス
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八
八
四
年
四
月
ょ
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ホ
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ま
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年
g

間
に
、
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_
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阿
弗
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陸
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於
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の
植
^
活
唧
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域
獷
天
に
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常
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し
龙
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本
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1ー：
藤

月

郞

ち

J>*-’ャ■?-レ ぬ 皆 i ；

tTTtf厂^ v^-afTr^Cfr ド，ブ* は，
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ま

.で
の
：間
は
、
停
滞
|
間
と
懈
さ
れ
る
.ぬ
滿
诩

8'
-
»貰
此

.の
：期

間

に

は、».

■^

渉
亦
繼
續
4

れ
て
居
り〔

且
つ
又
、
埃
及
問
題
む
就
い
て
拉
英
. 0

佛
間
の
折
衝
が
續
け1ら
れ
て
居
つ
た0

そ

こ

で
- ^

逸
と
し
て
は
， 

其
の
自
己
保
存•

邏
S

の
立
場
か
ら
、
今
後
英•
佛
何
づ
れ
に
& *

す

、る

を

利

と

す

..る

か

.5
:

打

算

中

で

あ

り

、
，
其

間

の
錯
_

せ

る

外
交關

 

係
の
展
開
に
止
つ
て*
何
等
の
具
體
的
な
活
動
は
見
ら
れ
な
か
つ
た
。
低
レ
斯
か
る
間
に
あ
：つ
て
、
：
元
來
自
囊
に
ょ
つ
て
開
發
せ
ら 

れ
た
所
謂
コ
ン.ゴ
丨
-
盆
地
.
'の
門
戶
解
聋
に
關
し
、.獨
逸
の
提
唱
に
ょ
つ'て
開
催
せ
ち
れ
た
べ.ル

リ

ン

會

議

は
,:
'

獨

逸

の

國

際

敗
 

拘
^

を

承

す

最

も

適

當

な

證

宏

と

解

さ

れ

ょ

’

。
：

"-
.

; 

.

1'
:
.

海
外
S

妙
る
獨
逸
の
次
の
活
動
は
、
；

T
:

八
八
翠
末
ょ
り
翌 

對
英
馨
を
惹
起
ん
た
。

(

第
五
章)

。
.阿
弗
利
加
大
陸
と
共
：に
南
太
平
洋
の
未
襲
域
が
、
當
時
列
弾
の
對
外
活
動
領
域
を
形
成
し
た

.
 

.
事
は
旣
に
}'言
し
た
如
く
であ
る
。
'
所
で
此
の
ニ'
ュ
I

b

ギ
»

,ア
の
地
に
は
早
く
か
ら'
和
蘭
の
勢
力
が
及
ん
で
ゐ
た
。
獨
逸
も
亦
從
來 

ニ 

•
1
1
1

の

個

人

的

植

民

會

社

の

下

に

，活

動

を

行

0

て
.ゐ

た̂

; *

で*

洲

が

丧

國

の
.援

助

を̂

^

し

て

同

地

方

諸

！

^

ハ
の
I t

略

を̂

:

て
る
に
及
ん
で 

>
英
.
*
.
.
獨
間
の
形
勢
は
頓
に
惡
牝
し
た':
0
斯
か
も
情
m

<D
;
:
.

T ;

:に
|
,
.
.
八
.八
四
银
宋
べ
：ル
リ
ン
：ビ
設
立.ざ
：れ
た
ラ
ュ
1
•

ギ

_
 

"
i
l
T
會

社

は

■
逸
政
府
の
援
助
に
ょ. 0

.
:て
勝
領
1
1
.产.1

•ギ
；
 
一1
T:
の
北
方
地
域
及
び. 一

|

ュ
1

，
ア
ィ
ル
ラ
ン
ド
、

」
I
.

ュ
V
.
•ブ
リ
タ
..
 

へ
-
T

5
島
を
:^
領
し
^

此
の
.問
題
に
關
; L
..
'

，̂
_

S

ー
時
可
成
り
の
.緊

張

量

せ

た

が

、
鴛

翌

差

月

既

國

間

に

協 

毙ガ姨フ栽で

1>
獨
逸
は
占
領
地
域
の
顏
脊
權.を
確
保
し
.、
*

つ
|

^
丨
;;
«

ベ 

.ル
：ム
ス
；ラ'ン
ギ
と
改
名
:1
,、
；文

前

記

の

コ

群
^
 

ス)

'1
:
'
>撖

豐

改

髁

し

匕o

:
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:

'.

ヘ
ン.
-
.
,
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.
'
.
:
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:

此

の

，
ニ-2

 

英

國

が

獨

逸

に
.覺

レ

て

&

容

し

た

領

有

權
'の
•代

償

と

し.て
、

其

後

蜀

逸

.は

埃

及 

問
題
に
就
いV

英
國
を
支
持
ずt

Q

了
解
が
爲
さ
れ
て
ゐ
た
。
而
か
も
事
態

Q

成
り
行
き
は
豫
期
に
反
し
、
獨
逸
锋
び
東
可
弗
利

A., J. p. .Taylor,/Germany^Fkat Bid for colonies. 1SS4-1S

^.. 

(
A

 Move、
in B

i
s
m
a
r
c
k
v
i
E
u
r
o
p
i

 policy). 

1
9
S
0 0

. 

•

七

a

 
ニ
七>

um 
曝
piillEl: 
If 
m
II
fcflife

If
ij
W

_卿き_i&lfi_III
機

I議llllmwM



(
A

 

M
o
v
e

 

i
n

 

B
L
S
a
r
c
k

vrE
u
r
o
p
e
a
n

 

p
o
l
i
c
y
v
1
9
3
S
.

、
. 

• 

*

J

一」
(

'
ニ

.，

•
加

ザ

ン

ジ

バ

ル

島

及

對

岸

地

方

の

問

題

に

關

し

て

英

國

と

衝

突

す

る

に

至

つ

た

。(

第

六

窣

〕

、

^
ン

ジ

バ

ル

鳥

及

共

の

附

, £
に

關

し

て
 

■

は

:7
£
來

一

八

六j 、j

年

英

•■»
に

よ

つ

て

サ

ル

タ

ン

.の
主

權

が

承

認

さ

れ

て

ゐ

％

然

1
A

A
四

年

末

、

獨

逸

人

ビ

'
r
タ
•丨

ス

博

士 

ソ
へ
等

&
其

.や
對

，

の

^ -
陸

奪

土

.名
出

陸

し

：デ

內

地

あ

法

人

替

長

^
保

護

麓

を

締

結

^

^

1
--'
1
逸̂
政

--
»
は
ビ
丨
タ
ス
等
の
：植
民'#
社
に
特
許
狀
を
下
付
し
、.且
.つ
其
の
旨
を
英
國
政
府
と
ザ
ン
ジ
.バ
ル
壬
國
と
へ
通
告
し 

.

た
。
楚
れ
に
恶
し
ザ
.，ツ
ジ
パ
ル
の
十
ル
タ
ン
は
抵
抗
を
試
が
た
後
、
獨
逸
に.屈
服

し

た

。

他

方

英

.
•
獨

間

に

は

新

た

な

係

维

問

題

を 

4
じ

"更
に
餓
西
も
加
は
つ
て
國
際
委
員
會
が
設
货
さ
れ.、
賞
地
踏
齊
の
結
果
、
三
國
間
に
次

Q

如

奚

協

が

成

立

し

た

^

即

ち

そ 

れ

に

よ

る.と
佛

蘭

西

は.マ
；̂
ガ

5
ル
S
對

す

る

單

獨g
i權
を

麗

し

、
、
英•獨
は
陸
走
於
て
北
^
.
を
英
网
南
半
を
獨
逸
の 

'
:
,^#カ
:̂
圍

1
;定め
：龙
ポ
其
«
獨
邋
は
ザ
ン
^

バ

處 

■ 

た

。

■ 

. 

. 

’ 

•
、 

' 

然
し
て
此
の
ザ
ン
ジ
バ
ル
問
題
の
解
決
に
際
し
て
は
、
獨
逸
の
態
度
は
蒂
し
く英
國
と
®
協
的
に
な
り
來
つ
だ
觀
が
ぁ
，るo

而

か

も 

從
來
の
親
%
执
英
の
逆
‘を
行
つ
て
親
英
抗
怫g

轉
じ
た
の
で
は
な
く
、
怫
蘭
西
に
對
し
て
も
友
好
的
關
係
の
持
續
を
S
た
如
く
で
ぁ

'
リ
^

谓

ヒ

屬

臂

對

ル

て

の

-®
調

■
政

#
の

.採

名

ぁ

袭

、

.此
，の

事

は

實

 ̂

即

ち

第

十
 

丨

ゝ

九

喔

宋

期

祀

警

、
.更
に

'高
度

の

：發

展

段

階

1

む

に

至

盡

列

1

資

^

猶
に
於
.て
、
供
へ
ばX

ル
チ
ッ
ク

-̂

バ̂
ル
ヵ
シ
.，
近

成

の

諸

領

域
.に
於
て
.、對
立
激
化
'の
_
を
釀
し
出
し
.つ
.、
.ぁ
.つ
.た
事
情
か
ら
し 

,て
獨
逸
と
し
て
も
泡
外
活
蔚
に
於
て
は
版
と
の
摩
擦
を
少
く
し
、
そ
の
反
面
に
於
て
歐
洲
に
お
け
る
勢
力
，の
確
保
を
許
ら
ん
と 

の

向̂

^
5''
^
.
砂

に

な--
.
1
)
'

つ

^
つ̂
.た
の
で
ぁ
る
0
.殊
に1

兀
來
は
國
內
宠
*•
第
一
主
數
で
ぁ
り
た
ビ
ス
マ
ー
ク
が
、
斯.か
る
事
情
の
、進
.殷
. 

に
應
じ
て
满
が
海
外
活
動
よ
り
も
歐
洲
對
策
に
法
意
を
向
け
た
の
は
常

^ .

と
解
さ
れ
よ
ぅ9
.
.
從
つ
て
#
外
植
民
地
哲
彦
就
ハ
て
ば

，

かV
通̂}̂他

梦>■<»««■タグ̂ * ヲ了， 相1* ダ  
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錄 V*

っ>
.
.
旣
#
地
ゎ
,の
境
抓
:&
定
に
關
し
.て
.諸
'タ
强
:̂
此
較
的
穏
愉
な
交
渉-5
:
續
け
.る
.に

止

ゃ̂

專
.ら
歐
洲
エ...
作
に
自
を
向
け
ん
と
し
た.の
で
あ
，
 

っ
た
。一

八
九
〇
年
の
英
•
獨
植
民
協
約
の
成
立
は-
ビ
ス
マ
丨
ク
退
官
後
で
は
あ

-つ
た
が
、
•彼
の
.最
後
の
置
土
產
で
あ
り
、
就
中
英 

,國
ょ
,
の
へ
リ
‘ゴ
Uフ
ン
ド
島
の
讓
ぉ
受
と
、
其
カ
代
償
上
し
て
の
嚷
阿
弗
利
加
に
お
け
各
諸
遲
權
益
’の
提
供
は
ク
其
の
最
も 

な
；現
枯
れ
で
.あ
っ
た
o
;寒

；̂
斯
C

!
岩

案

」

マ
：1

名

^
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A
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库
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辭
し
て
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し
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囊
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0ヵ
ィ
ゼ
ル
0銃
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1
^に
>
更
に

,々
t
い
對
外
活
動
.が
0

開
さ
れ
る
事
と
な
り
”そ
れ

は

纏

セ

英

、
：怫

と

0激
し
い
對
立
ゼ
坐
：み
、
養

ば
.
#取
大
齓

©.
勃
發
ベ

：

と

導

ぐ

に

至

つ

：

I
で
あ
る.
0 ,

假
令

ビ

ス,マ
；麵

が'|
€
_
に

在

職

し

て

對

外

政

策

達

筹

し

炎

色

に
於
'て
は
戰
f
招
來
し
た
に
は
違
.ひ
：'な

い

で

然

マ

丨

：条

且
つ
亦
ビ
ス
マ
，
ク
ル
後
繼
漭
達
が
鈹̂
ど

手̂
腕
を
持
た
な

に̂
も
掏

ず̂
フ
ビ
ス
マ
^

た
點
f o

，

獨
逸Q

.

躓
い
た
原
因
が
あ
り̂

音

解
ず
る

著

考
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、

甚

業

.晚■
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